
新日本婦人の会 城東支部との協議等議事録（要旨） 

 

城東区役所 総務課（総合企画） 

 

１ 日    時   令和８年４月 30 日（木） 14：00～16：00 

 

２ 場    所   城東区役所 １階 101・102 会議室 

 

３ 団  体  名   新日本婦人の会 城東支部 

 

４ 協議等の趣旨   小学校の統廃合、すべての子どもの健やかな成長を保障する学校

教育、災害に強い安全で住み続けられる、やさしい街づくり、ジェ

ンダー平等の大阪市、城東区をめざして、自衛官募集のための名簿

提供、「食料無料市場」についての協議 

 

５ 出  席  者   （団体側）約 15 人 

（本 市）城東区役所 4 人 

 

６ 議    事 

（１） 小学校の統廃合について 

（団体要望概要） 

① 統廃合対象校である森之宮・中浜小学校について、進捗を教えてください。学級数

のみを基準にして、統廃合の対象としないでください。 

② 今福小（今福・放出の再編）の進捗を教えてください。 

③ 跡地利用が不透明で住民は不安を感じています。情報提供における体制の強化を

要望します。 

④ 統廃合により通学時間が 30 分を超える生徒も出てくるのではないでしょうか。通

学路の安全確保を最優先に考え、こどもたちに過度な負担を強いることがないよ

うにしてください。 

【意見のみ】 

・極楽橋周辺は交通量が多く危険です。現場を確認しながら、代替ルートや橋の新設等

も含めて検討してください。 

 

（本市説明概要） 



① 学校活性化条例においては、適正規模を下回り、今後も見込みがないと認めるもの

について学校再編整備計画の作成義務があると定められています。森之宮・中浜小

学校について、大阪府・大阪市が進める「大阪城東部地区のまちづくり」事業の具

体的な内容が確定しておらず、児童数の推移が読めないため、児童数の推移を注視

しつつ適正な配置を検討しています。 

② 今福・放出小学校におきましては、第１回目の学校適正配置検討会議を開催しまし

た。適正配置の状況については今福小・中浜小・森之宮小に分けてホームページを

整理しているところです。5 月中旬までに公表予定です。 

③ 跡地の活用方法については別途、学校跡地の活用についての検討会議を設けて意

見聴取を進めてまいります。 

④ 通学路については学校適正配置検討会議で検討する予定ですが、現時点では通学

路についての具体的な検討段階には至っておりません。  

 

（２） すべての子どもの健やかな成長を保障する学校教育について 

（団体要望概要） 

① スクールサポートルーム（SSR）において、区役所ではどのような支援を行ってい

ますか。 

② SSR の利用実績を教えてください。 

③ 施策名が多く分かりにくい。区として実態（人手不足、空き教室不足等）をどう捉

え、対策をどう考えるかを具体的に求めます。 

④ 「こどもサポートネット事業」では、どのような支援を行っていますか。「子ども

サポートネット事業」では、どのような支援を行っていますか。 

⑤ 学校外の居場所とは、具体的に教えてください。 

【意見のみ】 

・学校訪問をしていると、多くの学校において不登校の生徒は増えている一方、対応で

きる職員は不足している実態があるようです。物品支援だけでなく、人的支援・教育

予算の拡充を要望します。 

 

（本市説明概要） 

① スクールサポートルームは、各学校における既存の不登校対策に対する支援を実

施しており「備品購入等による整備」が中心です。 

② 各小学校におけるスクールサポートルームの運用状況はHP上で公表しています。

HP:大阪市城東区：城東区教育会議 （子育て・教育>教育）（資料 2）（資料 3） 

③ 人数が挙がっているにもかかわらず、利用実績がゼロの学校がある点について、

計上方法において認識の違いがあった学校がありました。各学校の校長に対し、

https://www.city.osaka.lg.jp/joto/page/0000541277.html


再度説明することで、適切に実績を測れるようにします。 

④ 「こどもサポートネット事業」は不登校に限らず、学校で支援が必要なこども・世

帯を把握し、福祉サービス等につなぐ仕組みです。学校だけでは改善が難しい問

題に対して、関係機関と連携して支援を行っています。 

⑤ 城東区不登校児童生徒支援事業と城東区こどもの登校・学習支援事業においては、

区の委託事業であり、事業者が支援場所等を提案して実施しています。なお、今年

度の委託先はトライグループです。  

 

（３） 災害に強い安全で住み続けられる、やさしい街づくり 

（団体要望概要） 

① 小学校の体育館に対するエアコン整備が遅すぎます。災害時には避難所として利

用されることも踏まえ、工期の前倒しを強く要望します。 

② トイレ洋式化率において、城東区では 65.7%と回答がありますが、実際にはもっ

と低いのではないでしょうか。一部のみ洋式となっているトイレもありますが、

早期の 100%化を要望します。 

③ 青切符の導入に関して、道路環境（狭い橋、舗装不良、駐車車両、危険な車道走行

など）が未整備のまま罰則が強化され、現実に合わないルールに対して不安を感

じています。 

④ 城東区内における一部の自転車通行帯が短区間のみで分かりにくく、車との距離

も近く危険です。現場確認を要望します。 

⑤ ジェンダー視点の避難所運営（女性専用スペース、授乳室、更衣室等）の城東区で

の具体的な取り組みを教えてください。 

⑥ 防災担当職員の男女比と、避難所が開設された際に対応する職員における女性の

配置状況を教えてください。 

⑦ 屋根のない仕切りのみの簡易テントは覗き等のリスクがあるため、屋根付きテン

トの拡充や、その他性被害防止の具体策を要望します。 

⑧ 組立式洋式災害トイレが大阪市全体で 611 基配備されているようですが、城東区

においてさらなる配備を行ってください。 

⑨ 上下水道の老朽化・耐震化を前倒しで進めるよう区からも強く要請してください。 

 

（本市説明概要） 

① 所管は教育委員会となりますが、ホームページに記載があるとおり、施工期間につ

いては３年間としていたところを前倒して２年間で実施する方針です。 

② トイレ洋式化等の施設整備も教育委員会所管で、区としての詳細な回答は困難です。 

③ 青切符の導入に関して、ルール自体は従前通りであり、4 月 1 日から違反時の反則



金制度が導入されるものです。制度の周知につきましては、大阪市作成の「自転車

ルールブック」や各種リーフレット等に加え、区としても庁舎内、駅、学校等にお

けるポスターの掲示や区広報誌、SNS 等で発信しています。 

④ 通行帯の基準等は建設局の所管となっていますが、区役所の担当として現場確認は

行いたいと思います。 

⑤ 大阪市避難所開設運営ガイドラインに基づき、女性専用スペース等の設置や、女性

の避難所運営への参画を重視してまいります。防災リーダーにおいても多くの女性

の方になっていただけるよう、働きかけを行ってまいります。 

⑥ 防災担当の職員において女性は 1 名在籍しています。また、避難所担当の班にはで

きるだけ女性を配置するようにしているが、今年度の体制については調整中です。 

⑦ これまでの災害における避難所において、様々な課題があることは認識しています。

避難所運営における女性の参画をはじめ、被害防止に向け対策を行っていきたいと

思っています。テントの仕様については把握できていないため、確認しておきます。 

⑧ 組立式災害トイレは環境局が購入しています。設置可能な避難所を確認の上、順次

設置しています。今後とも、避難所のトイレの充実に努めてまいります。 

⑨ 大阪市内の上下水道については、水道局の耐震化計画に基づいて令和７年から実施

しています。令和５年度末時点で耐震化率は 35.1%となっています。 

 

（４） ジェンダー平等の大阪市、城東区をめざして 

（団体要望概要） 

① 区役所女子トイレ個室への生理用品・サニタリーボックス設置に関する要望に対

し、今までは「設置予定なし」との回答でしたが、今回「社会情勢を踏まえながら

検討」と変更した点について、どのような意図がありますか。 

 

（本市説明概要） 

① 前回の協議における「全く検討しないのか」との指摘も踏まえ、他区の事例や社会

的機運、予算等を見ながら検討を進めていく一方で、依然として維持管理の面で

課題がありこのような回答とさせていただきました。 

 

（５） 自衛官募集のための名簿提供について 

（団体要望概要） 

① 中学校職業体験における自衛隊の参加と、区民まつりにおける自衛隊の PR 活動

（車両展示、子ども向け体験）に反対します。 

【意見のみ】 



・名簿提供における除外申請について、区の掲示や広報紙等で引き続き周知をお願いし

ます。 

・名簿提供方法について、他の目的へ使用されないよう閲覧方式への回帰を希望しま

す。 

 

（本市説明概要） 

① 中学校職業体験については教育委員会が所管、区民まつりについては担当部署が不

在のため、この場での回答は困難です。 

 

 


